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編

集

後

記

主な日程（予定）12月定例会の　
消
費
税
増
税
、普
天
間
基
地
へ
の
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
や
原
子
力
発
電
所
建
設

の
継
続
を
め
ぐ
り
政
府
は
混
乱
。ま
た
、

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
給
与
所
得
者

は
未
だ
に
１
千
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。政
治
や
経
済
が
混
沌
と
す
る
中
、本

市
に
お
い
て
は
、平
成
27
年
度
か
ら
合

併
に
よ
る
財
政
優
遇
措
置
が
段
階
的
に

縮
小
さ
れ
、財
政
運
営
は
一
層
厳
し
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
、住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
行
政
参
画

が
不
可
欠
で
す
。少
人
数
の
集
ま
り
に

も
議
員
を
呼
ん
で
話
し
合
う
、
出
前

ト
ー
ク
で
市
職
員
を
呼
ん
で
話
し
合

う
。こ
の
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
広
が
る
か

が
、課
題
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。市
長
・

議
員
を
選
ん
だ
市
民
の
皆
さ
ん
の
行
政

チ
ェ
ッ
ク
と
監
視
こ
そ
が
原
点
で
す
。

　
次
回
一
般
選
挙
か
ら
議
員
定
数
は
５

名
減
の
20
名
と
な
り
ま
す
。議
会
は
積
極

的
に
報
告
会
等
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、９
月
定
例

会
の
内
容
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。

議
会
に
対
す
る
疑
問
・
ご
意
見
等
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
会

　   

　
委 

員 

長
　
　
門
脇
　
俊
照

　   

　
副
委
員
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谷
口
　
隆
明

　   

　
委
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福
山
　
権
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
木
　
忠
德

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
光
義

12月４日（火）

12月10日（月）

12月11日（火）

12月12日（水）

12月14日（金）

本会議

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議

日にち 主な会議名

※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（TEL 0824-73-1162）へ
　お問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開会の予定です。
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10月21日、比和総合運動公園（比和町）で「比

和やまびこ祭」が開催され、祭りの中では、「比

和牛供養田植」が披露されました。その太鼓打

ちの技法などは、郷土芸能振興会と中学生に

より受け継がれています。また、奥出雲町との

神楽交流イベントなども行われ、会場は多く

の人でにぎわいました。

表紙写真の説明

　10月22日から30日まで、市内７会場（参加者延べ80人）で議会改革懇談会を開催しました。

　議会改革特別委員会に付託された政務活動費について、市民の皆さまに、これまでの審査状況をお知らせ

するとともに、この制度の導入に向けてのご意見を伺いました。

　議会改革特別委員会では、各会場で寄せられた多くのご意見を参考としながら審査を行い、特に①政務活

動費の第三者によるチェックの必要性、②不適切使用に対する罰則規定の必要性について検討を行いまし

た。①については、厳密な使途基準を設けることや議長による監査の実施、市民への徹底した情報の公開に

より透明性が確保できること。②については、不適切使用があった場合は、議員政治倫理条例の規定により

必要な措置を講じることとしているとの観点から、いずれも条例には規定しないこととしました。

　なお、政務活動費の額については、議員一人当たり月額３万円とする方向となりました。

　各会場で寄せられました皆さまのご意見は、今後の議

会活動に生かし、平成25年４月からの制度導入に向け、

特別委員会の報告としてまとめることとしています。

　ご協力いただきました市民の皆さまに感謝申し上げ

ます。ありがとうございました。

口和自治振興センター（口和町）

■発行：平成24年11月20日

９月定例会
2p 平成23年度決算認定

5p 主な議案

7p 議決結果

9p 一般質問に14人が登壇

10月臨時会
17p 議決結果

議会改革懇談会を開催しました

政務活動費とは
平成12年の地方自治法の改正により、議員の調査研究に資
するため必要な経費の一部として、会派または議員に対し、
交付することができる制度として政務調査費が創設され、本
年９月の同法改正による使途の拡大により政務活動費と
なった。現在、本市においては、この制度は未導入。

秋空へ響く祭ばやし
比和やまびこ祭（比和町）
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会　計　名

水道事業

国民健康保険病院事業

収益的収入

資本的収入

収益的収入

資本的収入

6億8,451万円

2億7,105万円

12億955万円

4,943万円

収益的支出

資本的支出

収益的支出

資本的支出

6億2,884万円

4億8,494万円

11億6,290万円

8,727万円

一 般 会 計

決　　算　　額

歳　　入 歳　　出 実質収支

特

　別

　会

　計

公
営
企
業
会
計

住宅資金

歯科診療所

国民健康保険

国民健康保険（直診勘定）

後期高齢者医療

介護保険

介護保険サービス

公共下水道事業

農業集落排水事業

浄化槽整備事業

簡易水道事業

工業団地造成事業

宅地造成事業

比和財産区

347億1,263万円

883万円

2,950万円

45億1,701万円

1億2,958万円

5億9,966万円

55億2,961万円

4,420万円

10億1,080万円

4億533万円

1億9,285万円

4億7,222万円

435万円

161万円

1,026万円

334億9,373万円

878万円

2,928万円

45億1,253万円

1億1,936万円

5億8,950万円

55億6,268万円

4,420万円

10億1,043万円

3億9,946万円

1億9,267万円

4億6,620万円

435万円

161万円

1,014万円

7億3,256万円

5万円

21万円

448万円

1,022万円

1,016万円

▲3,307万円

０万円

37万円

26万円

18万円

602万円

0万円

0万円

12万円

※金額は万円未満を四捨五入しています。

※介護保険特別会計の歳入不足額は、翌年度繰上充用金を充てています。

総
務
財
政
分
科
会

教
育
民
生
分
科
会

産
業
建
設
分
科
会

問

問問

問

問問

問問

問問

問

問 答

答

答

答答答

答答

答答

答答

答
平
成
23
年
度
予
算
を
議
決
す

る
に
あ
た
り
、職
員
の
年
齢

層
の
偏
在
化
に
つ
い
て
、特
に
保
育

士
の
採
用
を
検
討
す
べ
き
と
の
付

帯
決
議
を
し
た
が
、検
討
は
さ
れ
た

の
か
。

必
要
な
保
育
士
は
採
用
し
て

い
く
と
い
う
思
い
は
あ
る
。毎

年
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
中
で
、保
育

士
の
事
務
量
、児
童
数
や
保
育
所
の

数
な
ど
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

指
定
管
理
が
さ
れ
る
場
合
の

基
本
的
な
考
え
方
は
ど
う
か
。

公
の
施
設
の
設
置
目
的
を
効

率
的
に
達
成
で
き
る
と
い
う

前
提
が
あ
っ
て
の
指
定
管
理
者
制

度
で
あ
る
。現
状
の
サ
ー
ビ
ス
と
同

じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
る
こ

と
、反
対
に
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
よ
り

も
指
定
管
理
を
し
て
よ
り
サ
ー
ビ

ス
が
高
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、同
じ

コ
ス
ト
で
あ
っ
て
も
指
定
管
理
に

す
る
べ
き
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

現
在
の
市
政
懇
談
会
の
や
り

方
が
十
分
な
広
報
広
聴
の
あ

り
方
だ
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

今
の
市
政
懇
談
会
の
形
式
が

ベ
ス
ト
と
は
言
え
な
い
が
、

ベ
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
認
識
で

行
っ
て
い
る
。

物
件
費
が
近
年
上
が
り
続
け

て
お
り
、こ
の
傾
向
に
つ
い

て
、ど
こ
か
で
調
整
を
し
な
い
と
限

界
を
き
た
す
と
思
う
が
ど
う
か
。

新
た
な
財
政
運
営
プ
ラ
ン
を

策
定
す
る
中
で
、
施
設
運
営

の
あ
り
方
、
使
用
料
・
手
数
料
等
の

見
直
し
を
行
い
、財
源
の
確
保
に
歳

入
歳
出
、両
面
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

平
成
22
年
度
に
介
護
保
険
施

設
を
２
施
設
整
備
さ
れ
、極

端
に
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。施
設

を
整
備
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
介
護
給

付
費
が
増
え
、保
険
料
に
影
響
す
る

と
思
う
が
、抑
制
す
る
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

要
支
援
の
方
に
つ
い
て
、
で

き
る
だ
け
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
重
度
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、地
域
の
見
守
り
活
動
な
ど
共

助
の
部
分
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

む
。

東
城
保
育
所
の
指
定
管
理
料

の
諸
経
費
率
は
15
％
で
あ

り
、予
算
額
は
１
７
０
０
万
円
で
あ

る
が
、決
算
額
は
1
2
0
万
円
で
あ

る
。諸
経
費
率
が
適
正
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
。

諸
経
費
は
法
人
を
維
持
す
る

た
め
に
使
用
さ
れ
る
も
の

で
、金
額
は
市
が
積
算
し
決
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

西
城
市
民
病
院
に
つ
い
て
、

医
業
外
の
材
料
費
残
高
が
多

額
で
あ
る
が
、内
容
は
何
か
。

流
動
食
関
係
の
購
入
が
年
々

増
加
し
て
い
る
。ま
た
、注
射

器
そ
の
も
の
を
使
い
切
り
に
す
る

方
針
と
し
た
。東
日
本
大
震
災
の
た

め
、医
薬
材
料
が
集
中
的
に
東
北
地

域
に
納
入
さ
れ
、単
価
が
上
昇
し
た

こ
と
な
ど
。

が
ん
検
診
の
受
診
率
が
高

ま
っ
た
と
の
総
括
が
あ
る

が
、そ
の
要
因
は
何
か
。

大
腸
が
ん
検
診
は
以
前
か
ら

市
の
検
診
と
し
て
行
っ
て
い

た
が
、平
成
23
年
度
か
ら
ク
ー
ポ
ン

券
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
。

学
校
で
の
問
題
把
握
に
つ
い

て
、
生
徒
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
の
集
約
は
し
て
い
る
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
毎
学
期
に
１

回
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、問

題
行
動
、
い
じ
め
、
不
登
校
等
に
つ

い
て
は
、
毎
月
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
か

ら
報
告
を
求
め
、集
約
し
て
い
る
。

㈱
農
林
振
興
公
社
の
経
営
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
昨
年
と

同
様
に
、検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

指
摘
さ
れ
な
が
ら
実
行
し
な
い
と
い

う
の
は
、ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
。

試
行
錯
誤
は
し
て
い
る
が
、

成
果
が
な
か
な
か
現
れ
て

い
な
い
。
今
年
度
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
り
外
部
か
ら
の
見
方
も
取
り

入
れ
て
、公
社
経
営
を
再
度
見
直
し

た
い
。

定
住
促
進
住
宅
の
う
ち
住
宅

を
借
り
上
げ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
、空
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
市
が
損
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
。ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

空
き
の
扱
い
は
賃
貸
契
約
に

よ
る
も
の
で
、
入
居
率
を
上

げ
る
し
か
手
段
が
な
い
。新
た
に
市

民
住
宅
も
で
き
た
の
で
、契
約
時
に

貸
主
と
協
議
し
て
、戸
数
の
確
保
も

検
討
し
た
い
。

下
水
道
使
用
料
の
滞
納
対
策

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

滞
納
者
に
対
す
る
収
納
強
化

月
間
を
設
け
て
、
連
絡
、
電

話
、
戸
別
訪
問
を
し
て
、
納
付
の
お

願
い
を
し
て
い
る
。

さ
と
や
ま
博
が
１
年
間
開
催

さ
れ
た
が
、今
後
、ど
の
よ
う

に
生
か
す
の
か
。

さ
と
や
ま
博
で
は
、
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
今
あ

る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
磨
き
を
か
け

て
い
き
た
い
。大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の

予
定
は
な
い
が
、
地
道
に
継
続
的

に
、ネ
ク
ス
ト
さ
と
や
ま
博
と
い
う

こ
と
で
、着
地
型
観
光
等
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
９
月
定
例
会
初
日
の
９
月
５
日
、

平
成
23
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
公
営
企
業
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
認
定
議
案（
合
計
17
議
案
）を
上

程
し
、議
長
と
議
会
選
出
監
査
委
員

を
除
く
議
員
全
員
で
構
成
す
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
の
上
、

各
常
任
委
員
会
所
管
に
よ
る
３
つ

の
分
科
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
決
算

審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
各
主

査（
分
科
会
の
長
）か
ら
報
告
が
行

わ
れ
、主
査
報
告
に
対
す
る
質
疑

の
後
、採
決
し
た
結
果
、全
会
計
の

決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
会
計
決
算

認
定
に
対
す
る
付
帯
決
議
案
が
提

出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
定
例
会
最
終
日
の
９
月
28
日
の

本
会
議
に
お
い
て
、決
算
審
査
特
別

委
員
会
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過

及
び
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
委
員
長
報
告
の
後
、
採
決

が
行
わ
れ
、全
会
計
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
分
科
会
に
お
け
る
主
な
質
疑

と
決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長

報
告
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［９月定例会］

平成23年度

認定

【平成23年度】 各会計の決算を認定

各
分
科
会
で
の

主
な
質
疑

● 一般会計・特別会計・公営企業会計の決算概要

各会計の
決算を

問



しょうばら市議会だより　2012 . 11 2しょうばら市議会だより　2012 . 113

会　計　名

水道事業

国民健康保険病院事業

収益的収入

資本的収入

収益的収入

資本的収入

6億8,451万円

2億7,105万円

12億955万円

4,943万円

収益的支出

資本的支出

収益的支出

資本的支出

6億2,884万円

4億8,494万円

11億6,290万円

8,727万円

一 般 会 計

決　　算　　額

歳　　入 歳　　出 実質収支

特

　別

　会

　計

公
営
企
業
会
計

住宅資金

歯科診療所

国民健康保険

国民健康保険（直診勘定）

後期高齢者医療

介護保険

介護保険サービス

公共下水道事業

農業集落排水事業

浄化槽整備事業

簡易水道事業

工業団地造成事業

宅地造成事業

比和財産区

347億1,263万円

883万円

2,950万円

45億1,701万円

1億2,958万円

5億9,966万円

55億2,961万円

4,420万円

10億1,080万円

4億533万円

1億9,285万円

4億7,222万円

435万円

161万円

1,026万円

334億9,373万円

878万円

2,928万円

45億1,253万円

1億1,936万円

5億8,950万円

55億6,268万円

4,420万円

10億1,043万円

3億9,946万円

1億9,267万円

4億6,620万円

435万円

161万円

1,014万円

7億3,256万円

5万円

21万円

448万円

1,022万円

1,016万円

▲3,307万円

０万円

37万円

26万円

18万円

602万円

0万円

0万円

12万円

※金額は万円未満を四捨五入しています。

※介護保険特別会計の歳入不足額は、翌年度繰上充用金を充てています。

総
務
財
政
分
科
会

教
育
民
生
分
科
会

産
業
建
設
分
科
会

問

問問

問

問問

問問

問問

問

問 答

答

答

答答答

答答

答答

答答

答
平
成
23
年
度
予
算
を
議
決
す

る
に
あ
た
り
、職
員
の
年
齢

層
の
偏
在
化
に
つ
い
て
、特
に
保
育

士
の
採
用
を
検
討
す
べ
き
と
の
付

帯
決
議
を
し
た
が
、検
討
は
さ
れ
た

の
か
。

必
要
な
保
育
士
は
採
用
し
て

い
く
と
い
う
思
い
は
あ
る
。毎

年
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
中
で
、保
育

士
の
事
務
量
、児
童
数
や
保
育
所
の

数
な
ど
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

指
定
管
理
が
さ
れ
る
場
合
の

基
本
的
な
考
え
方
は
ど
う
か
。

公
の
施
設
の
設
置
目
的
を
効

率
的
に
達
成
で
き
る
と
い
う

前
提
が
あ
っ
て
の
指
定
管
理
者
制

度
で
あ
る
。現
状
の
サ
ー
ビ
ス
と
同

じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
る
こ

と
、反
対
に
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
よ
り

も
指
定
管
理
を
し
て
よ
り
サ
ー
ビ

ス
が
高
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、同
じ

コ
ス
ト
で
あ
っ
て
も
指
定
管
理
に

す
る
べ
き
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

現
在
の
市
政
懇
談
会
の
や
り

方
が
十
分
な
広
報
広
聴
の
あ

り
方
だ
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

今
の
市
政
懇
談
会
の
形
式
が

ベ
ス
ト
と
は
言
え
な
い
が
、

ベ
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
認
識
で

行
っ
て
い
る
。

物
件
費
が
近
年
上
が
り
続
け

て
お
り
、こ
の
傾
向
に
つ
い

て
、ど
こ
か
で
調
整
を
し
な
い
と
限

界
を
き
た
す
と
思
う
が
ど
う
か
。

新
た
な
財
政
運
営
プ
ラ
ン
を

策
定
す
る
中
で
、
施
設
運
営

の
あ
り
方
、
使
用
料
・
手
数
料
等
の

見
直
し
を
行
い
、財
源
の
確
保
に
歳

入
歳
出
、両
面
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

平
成
22
年
度
に
介
護
保
険
施

設
を
２
施
設
整
備
さ
れ
、極

端
に
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。施
設

を
整
備
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
介
護
給

付
費
が
増
え
、保
険
料
に
影
響
す
る

と
思
う
が
、抑
制
す
る
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

要
支
援
の
方
に
つ
い
て
、
で

き
る
だ
け
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
重
度
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、地
域
の
見
守
り
活
動
な
ど
共

助
の
部
分
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

む
。

東
城
保
育
所
の
指
定
管
理
料

の
諸
経
費
率
は
15
％
で
あ

り
、予
算
額
は
１
７
０
０
万
円
で
あ

る
が
、決
算
額
は
1
2
0
万
円
で
あ

る
。諸
経
費
率
が
適
正
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
。

諸
経
費
は
法
人
を
維
持
す
る

た
め
に
使
用
さ
れ
る
も
の

で
、金
額
は
市
が
積
算
し
決
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

西
城
市
民
病
院
に
つ
い
て
、

医
業
外
の
材
料
費
残
高
が
多

額
で
あ
る
が
、内
容
は
何
か
。

流
動
食
関
係
の
購
入
が
年
々

増
加
し
て
い
る
。ま
た
、注
射

器
そ
の
も
の
を
使
い
切
り
に
す
る

方
針
と
し
た
。東
日
本
大
震
災
の
た

め
、医
薬
材
料
が
集
中
的
に
東
北
地

域
に
納
入
さ
れ
、単
価
が
上
昇
し
た

こ
と
な
ど
。

が
ん
検
診
の
受
診
率
が
高

ま
っ
た
と
の
総
括
が
あ
る

が
、そ
の
要
因
は
何
か
。

大
腸
が
ん
検
診
は
以
前
か
ら

市
の
検
診
と
し
て
行
っ
て
い

た
が
、平
成
23
年
度
か
ら
ク
ー
ポ
ン

券
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
。

学
校
で
の
問
題
把
握
に
つ
い

て
、
生
徒
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
の
集
約
は
し
て
い
る
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
毎
学
期
に
１

回
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、問

題
行
動
、
い
じ
め
、
不
登
校
等
に
つ

い
て
は
、
毎
月
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
か

ら
報
告
を
求
め
、集
約
し
て
い
る
。

㈱
農
林
振
興
公
社
の
経
営
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
昨
年
と

同
様
に
、検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

指
摘
さ
れ
な
が
ら
実
行
し
な
い
と
い

う
の
は
、ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
。

試
行
錯
誤
は
し
て
い
る
が
、

成
果
が
な
か
な
か
現
れ
て

い
な
い
。
今
年
度
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
り
外
部
か
ら
の
見
方
も
取
り

入
れ
て
、公
社
経
営
を
再
度
見
直
し

た
い
。

定
住
促
進
住
宅
の
う
ち
住
宅

を
借
り
上
げ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
、空
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
市
が
損
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
。ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

空
き
の
扱
い
は
賃
貸
契
約
に

よ
る
も
の
で
、
入
居
率
を
上

げ
る
し
か
手
段
が
な
い
。新
た
に
市

民
住
宅
も
で
き
た
の
で
、契
約
時
に

貸
主
と
協
議
し
て
、戸
数
の
確
保
も

検
討
し
た
い
。

下
水
道
使
用
料
の
滞
納
対
策

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

滞
納
者
に
対
す
る
収
納
強
化

月
間
を
設
け
て
、
連
絡
、
電

話
、
戸
別
訪
問
を
し
て
、
納
付
の
お

願
い
を
し
て
い
る
。

さ
と
や
ま
博
が
１
年
間
開
催

さ
れ
た
が
、今
後
、ど
の
よ
う

に
生
か
す
の
か
。

さ
と
や
ま
博
で
は
、
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
今
あ

る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
磨
き
を
か
け

て
い
き
た
い
。大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の

予
定
は
な
い
が
、
地
道
に
継
続
的

に
、ネ
ク
ス
ト
さ
と
や
ま
博
と
い
う

こ
と
で
、着
地
型
観
光
等
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
９
月
定
例
会
初
日
の
９
月
５
日
、

平
成
23
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
公
営
企
業
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
認
定
議
案（
合
計
17
議
案
）を
上

程
し
、議
長
と
議
会
選
出
監
査
委
員

を
除
く
議
員
全
員
で
構
成
す
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
の
上
、

各
常
任
委
員
会
所
管
に
よ
る
３
つ

の
分
科
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
決
算

審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
各
主

査（
分
科
会
の
長
）か
ら
報
告
が
行

わ
れ
、主
査
報
告
に
対
す
る
質
疑

の
後
、採
決
し
た
結
果
、全
会
計
の

決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
会
計
決
算

認
定
に
対
す
る
付
帯
決
議
案
が
提

出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
定
例
会
最
終
日
の
９
月
28
日
の

本
会
議
に
お
い
て
、決
算
審
査
特
別

委
員
会
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過

及
び
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
委
員
長
報
告
の
後
、
採
決

が
行
わ
れ
、全
会
計
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
分
科
会
に
お
け
る
主
な
質
疑

と
決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長

報
告
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［９月定例会］

平成23年度

認定

【平成23年度】 各会計の決算を認定

各
分
科
会
で
の

主
な
質
疑

● 一般会計・特別会計・公営企業会計の決算概要

各会計の
決算を

問
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本
年
も
分
科
会
ご
と
に
審
査
に

お
け
る
重
点
項
目
を
設
定
し
、審
査

を
行
っ
た
。

　
総
務
財
政
分
科
会…

情
報
格
差

是
正
事
業
、入
札
の
執
行
、未
来
創
造

事
業

　
教
育
民
生
分
科
会…

生
活
交
通
路

線
確
保
事
業
、生
活
保
護
扶
助
事
業
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、生
徒

指
導
対
策
、平
成
22
年
度
の
介
護
保

険
施
設
整
備
に
伴
う
介
護
給
付
費
へ

の
影
響
、西
城
市
民
病
院
経
営
改
革

プ
ラ
ン
の
事
業
実
施

　
産
業
建
設
分
科
会…

農
業
自
立
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、庄
原
市
森
づ
く

り
事
業
、東
城
町
屋
建
造
物
保
存
事

業
、東
城
Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
施
設
管
理
運
営
事

業
、水
源
確
保
事
業
、住
宅
管
理
事
業
・

市
民
住
宅
管
理
事
業
、簡
易
水
道
事

業
・
水
道
事
業
の
漏
水
対
策
、農
地
の

集
積
下
限
面
積
引
き
下
げ
の
効
果

　
今
回
は
特
に
、決
算
審
査
資
料
と

し
て
指
定
管
理
関
係
全
般
の
委
託

料
な
ど
の
詳
細
な
収
支
決
算
書
の

提
出
も
求
め
て
審
査
を
行
っ
た
。

　
３
分
科
会
共
通
の
課
題
と
し
て
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
の
投
資
効

果
、委
託
料
の
積
算
根
拠
な
ど
が
議

論
さ
れ
た
。財
政
が
縮
小
に
向
か
う

こ
と
が
確
実
な
中
で
、歳
出
の
見
直

し
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、議
会
と

し
て
引
き
続
き
調
査
し
提
言
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

　
昨
年
も
指
摘
し
た
が
、財
政
指
標

の
健
全
化
も
、経
常
一
般
財
源
及
び

標
準
財
政
規
模
の
大
幅
な
増
な
ど

依
存
財
源
の
予
想
以
上
の
増
加
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、そ
れ
に
目

を
奪
わ
れ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

　
地
方
交
付
税
は
、こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
政
策
的
な
増
額
か
ら
減
少
に

転
ず
る
時
代
に
入
っ
た
こ
と
、合
併

算
定
替
え
の
漸
減
的
な
一
本
算
定

へ
の
移
行
を
考
え
る
と
、今
の
よ
う

な
歳
出
構
造
で
は
行
き
詰
ま
る
こ

と
が
目
に
見
え
て
い
る
。扶
助
費
や

繰
出
金
の
増
加
を
抑
え
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
り
困
難
で
あ
る
。歳
入

増
へ
の
努
力
と
と
も
に
、経
常
的
経

費
で
あ
る
物
件
費
・
補
助
費
・
維
持

補
修
費
等
の
大
幅
な
見
直
し
が
避

け
て
通
れ
な
い
。普
通
建
設
事
業
の

選
択
と
集
中
な
ど
も
こ
れ
ま
で
以

上
の
大
胆
な
発
想
が
求
め
ら
れ
て

く
る
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査

内
容
は
、庄
原
市
の
自
治
体
経
営
の

さ
ら
な
る
改
善
と
前
進
、
充
実
を

願
っ
て
の
立
場
か
ら
の
指
摘
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
を
謙
虚
に
受
け
止

め
、
行
政
当
局
は
、
次
年
度
以
降
の

予
算
編
成
に
十
分
生
か
さ
れ
る
よ

う
強
く
求
め
る
。

監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
で
、事
務
執
行
上
に
お
け
る
問
題
事
案

の
発
生
が
、当
年
度
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。市
民
の
利

害
に
直
結
す
る
事
務
処
理
の
不
手
際
は
、本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
り
、繰
り
返
す
事
態
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、再
発
防
止
に
組
織

を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
。

市
民
の
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
り
税
負
担
の
公
平
性
を
期
す
た

め
、納
税
者
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
配
慮
し
た
納
税
相
談
等
に
引

き
続
き
取
り
組
み
、解
決
を
図
る
と
と
も
に
、使
用
料
等
の
税
外
収
入
の

滞
納
防
止
、大
口
の
固
定
資
産
税
の
滞
納
防
止
な
ど
に
一
層
の
努
力
を

さ
れ
、収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
る
こ
と
。

指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、「
指
定
管
理
者
制
度

導
入
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
」の
原
点
に
立
ち
返
り
、効
果
的

な
設
置
目
的
の
達
成
、管
理
運
営
コ
ス
ト
の
削
減
及
び
指
定
管
理
料
の

積
算
基
準
の
明
確
化
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
指
定
管
理
運
営
全
般

に
つ
い
て
、早
急
に
見
直
し
を
行
い
、新
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
な

ど
、実
効
性
あ
る
対
応
を
す
る
こ
と
。

　　
庄
原
市
高
野
観
光
交
流
タ
ー
ミ
ナ

ル（
道
の
駅
た
か
の
）を
設
置
す
る
た

め
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

【
付
託
先
】

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　
委
員
か
ら
は
、庄
原
市
観
光
交
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
道
の
駅
管
理
運
営
協
議

会
で
の
検
討
状
況
、リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲

得
す
る
目
玉
と
な
る
も
の
、施
設
使
用

料
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

▽
原
案
可
決

　
庄
原
市
医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金

貸
付
制
度
に
つ
い
て
、実
情
に
即
し

た
見
直
し
を
行
う
た
め
、所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

【
付
託
先
】

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　
審
査
の
中
で
は
、庄
原
市
の
制
度

の
優
位
性
や
条
例
改
正
の
内
容
周
知

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

▽
原
案
可
決

　
庄
原
市
三
楽
荘
の
管
理
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た

め
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

【
付
託
先
】

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　
審
査
の
中
で
は
、指
定
管
理
者
制
度

の
具
体
的
な
検
討
に
当
た
っ
て
は
、設

置
目
的
の
効
果
的
な
達
成
、管
理
コ
ス

ト
の
削
減
が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。こ
の
方
針
と
か
け
離
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。経
常
経
費
を
削
減
し
、

こ
う
い
っ
た
も
の
が
新
設
さ
れ
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、提

案
に
対
す
る
異
論
を
含
め
て
多
く
の

質
疑
が
あ
っ
た
。

▽
否
決

　　
昨
年
12
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
に
よ
り

補
助
金
の
不
正
受
給
の
疑
い
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、新
た
な

局
面
を
迎
え
、庄
原
市
議
会
と
し
て
の

新
た
な
解
決
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
も
の

１
．グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
が
事
業

主
体
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
プ
ラ
ン
ト
事
業
を
取
り
消
し
、補

助
金
返
還
命
令
を
行
う
こ
と
。

２
．木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
プ
ラ

ン
ト
整
備
事
業
に
関
す
る
地
域
バ
イ

オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金
を
国
に
返
還

す
る
手
続
き
を
行
う
こ
と
。

●
反
対
討
論

　
議
員
と
し
て
は
、執
行
者
に
対
し
、

極
力
、返
還
の
な
い
よ
う
に
継
続
事
業

者
を
見
つ
け
る
な
ど
最
大
限
の
努
力

を
さ
せ
る
こ
と
。そ
し
て
、こ
の
事
例

を
も
と
に
し
て
、二
度
と
同
じ
こ
と
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、し
っ
か
り
と
情

報
収
集
を
し
な
が
ら
企
画
力
・
管
理
執

行
能
力
を
つ
け
さ
せ
る
以
外
に
は
な

い
と
考
え
る
。

●
賛
成
討
論

　
庄
原
市
が
い
ま
だ
に
事
業
継
承
に

よ
る
補
助
金
の
返
還
免
除
や
減
額
を

言
い
、不
正
に
受
給
し
た
補
助
金
の

返
還
命
令
を
出
さ
な
い
こ
と
は
、補

助
金
適
正
化
法
の
精
神
か
ら
し
て
適

切
で
な
い
。裁
判
等
の
第
三
者
の
判

断
と
は
別
に
、直
ち
に
市
の
判
断
で

補
助
金
返
還
命
令
を
出
し
、国
に
対

し
て
補
助
金
の
返
還
の
手
続
き
に
入

る
こ
と
が
必
要
だ
。

▽
否
決

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

庄
原
市
観
光
交
流
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
１
３
３
号

庄
原
市
医
療
従
事
者
育
成

奨
学
金
貸
付
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
１
３
４
号

庄
原
市
三
楽
荘
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
１
３
５
号

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

交
付
金
事
業
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
補
助
金

不
正
受
給
疑
惑
に
関
す
る
決
議

発
議
第
10
号

● 

人 

事

議

案

主
な

発

議

意 

見 

書

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・

充
実
す
る
仕
組
み
」の
構
築
を

求
め
る
意
見
書

　
９
月
定
例
会
で
は
、次
の
意
見

書
が
可
決
さ
れ
、国
会
や
関
係
省

庁
に
提
出
し
、そ
の
実
現
を
図
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
最

も
重
要
な
機
能
を
有
す
る
森
林
の

整
備
・
保
全
等
を
推
進
す
る
市
町
村

の
役
割
を
踏
ま
え
、「
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め
の
税
」
の
一
定
割
合

を
、森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕

組
み
」を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
。

す
べ
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

比
和
町
比
和

　
　
　
　  

津
秋
　
法
宣
　
氏

七
塚
町

　
　
　
　  

原
田
　
實
夫
　
氏

　
平
成
23
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
各
分
科
会
の
審
査
を
踏
ま
え
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
と
し
て
、以
下
の
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を

講
じ
、今
後
の
行
政
執
行
に
遺
憾
な
き
を
期
さ
れ
る
よ
う
決
議
す
る
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

 

認
定
に
対
す
る

付
帯
決
議

委

１２3

【決算審査特別委員会】

（要旨）

員長

報告

平成23年度

重
点
審
査
項
目
に
つ
い
て

財
政
運
営
の
見
直
し
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
の

運
用
に
つ
い
て

次
年
度
以
降
の

予
算
編
成
に
向
け
て

つ
　
あ
き
　
　
　 

の
り 

の
ぶ

は
ら
　
だ
　
　
　   

じ
つ  

お

September 

9月

定例会

三楽荘（東城町）
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本
年
も
分
科
会
ご
と
に
審
査
に

お
け
る
重
点
項
目
を
設
定
し
、審
査

を
行
っ
た
。

　
総
務
財
政
分
科
会…

情
報
格
差

是
正
事
業
、入
札
の
執
行
、未
来
創
造

事
業

　
教
育
民
生
分
科
会…

生
活
交
通
路

線
確
保
事
業
、生
活
保
護
扶
助
事
業
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、生
徒

指
導
対
策
、平
成
22
年
度
の
介
護
保

険
施
設
整
備
に
伴
う
介
護
給
付
費
へ

の
影
響
、西
城
市
民
病
院
経
営
改
革

プ
ラ
ン
の
事
業
実
施

　
産
業
建
設
分
科
会…

農
業
自
立
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、庄
原
市
森
づ
く

り
事
業
、東
城
町
屋
建
造
物
保
存
事

業
、東
城
Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
施
設
管
理
運
営
事

業
、水
源
確
保
事
業
、住
宅
管
理
事
業
・

市
民
住
宅
管
理
事
業
、簡
易
水
道
事

業
・
水
道
事
業
の
漏
水
対
策
、農
地
の

集
積
下
限
面
積
引
き
下
げ
の
効
果

　
今
回
は
特
に
、決
算
審
査
資
料
と

し
て
指
定
管
理
関
係
全
般
の
委
託

料
な
ど
の
詳
細
な
収
支
決
算
書
の

提
出
も
求
め
て
審
査
を
行
っ
た
。

　
３
分
科
会
共
通
の
課
題
と
し
て
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
の
投
資
効

果
、委
託
料
の
積
算
根
拠
な
ど
が
議

論
さ
れ
た
。財
政
が
縮
小
に
向
か
う

こ
と
が
確
実
な
中
で
、歳
出
の
見
直

し
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、議
会
と

し
て
引
き
続
き
調
査
し
提
言
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

　
昨
年
も
指
摘
し
た
が
、財
政
指
標

の
健
全
化
も
、経
常
一
般
財
源
及
び

標
準
財
政
規
模
の
大
幅
な
増
な
ど

依
存
財
源
の
予
想
以
上
の
増
加
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、そ
れ
に
目

を
奪
わ
れ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

　
地
方
交
付
税
は
、こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
政
策
的
な
増
額
か
ら
減
少
に

転
ず
る
時
代
に
入
っ
た
こ
と
、合
併

算
定
替
え
の
漸
減
的
な
一
本
算
定

へ
の
移
行
を
考
え
る
と
、今
の
よ
う

な
歳
出
構
造
で
は
行
き
詰
ま
る
こ

と
が
目
に
見
え
て
い
る
。扶
助
費
や

繰
出
金
の
増
加
を
抑
え
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
り
困
難
で
あ
る
。歳
入

増
へ
の
努
力
と
と
も
に
、経
常
的
経

費
で
あ
る
物
件
費
・
補
助
費
・
維
持

補
修
費
等
の
大
幅
な
見
直
し
が
避

け
て
通
れ
な
い
。普
通
建
設
事
業
の

選
択
と
集
中
な
ど
も
こ
れ
ま
で
以

上
の
大
胆
な
発
想
が
求
め
ら
れ
て

く
る
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査

内
容
は
、庄
原
市
の
自
治
体
経
営
の

さ
ら
な
る
改
善
と
前
進
、
充
実
を

願
っ
て
の
立
場
か
ら
の
指
摘
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
を
謙
虚
に
受
け
止

め
、
行
政
当
局
は
、
次
年
度
以
降
の

予
算
編
成
に
十
分
生
か
さ
れ
る
よ

う
強
く
求
め
る
。

監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
で
、事
務
執
行
上
に
お
け
る
問
題
事
案

の
発
生
が
、当
年
度
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。市
民
の
利

害
に
直
結
す
る
事
務
処
理
の
不
手
際
は
、本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
り
、繰
り
返
す
事
態
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、再
発
防
止
に
組
織

を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
。

市
民
の
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
り
税
負
担
の
公
平
性
を
期
す
た

め
、納
税
者
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
配
慮
し
た
納
税
相
談
等
に
引

き
続
き
取
り
組
み
、解
決
を
図
る
と
と
も
に
、使
用
料
等
の
税
外
収
入
の

滞
納
防
止
、大
口
の
固
定
資
産
税
の
滞
納
防
止
な
ど
に
一
層
の
努
力
を

さ
れ
、収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
る
こ
と
。

指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、「
指
定
管
理
者
制
度

導
入
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
」の
原
点
に
立
ち
返
り
、効
果
的

な
設
置
目
的
の
達
成
、管
理
運
営
コ
ス
ト
の
削
減
及
び
指
定
管
理
料
の

積
算
基
準
の
明
確
化
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
指
定
管
理
運
営
全
般

に
つ
い
て
、早
急
に
見
直
し
を
行
い
、新
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
な

ど
、実
効
性
あ
る
対
応
を
す
る
こ
と
。

　　
庄
原
市
高
野
観
光
交
流
タ
ー
ミ
ナ

ル（
道
の
駅
た
か
の
）を
設
置
す
る
た

め
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

【
付
託
先
】

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　
委
員
か
ら
は
、庄
原
市
観
光
交
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
道
の
駅
管
理
運
営
協
議

会
で
の
検
討
状
況
、リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲

得
す
る
目
玉
と
な
る
も
の
、施
設
使
用

料
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

▽
原
案
可
決

　
庄
原
市
医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金

貸
付
制
度
に
つ
い
て
、実
情
に
即
し

た
見
直
し
を
行
う
た
め
、所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

【
付
託
先
】

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　
審
査
の
中
で
は
、庄
原
市
の
制
度

の
優
位
性
や
条
例
改
正
の
内
容
周
知

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

▽
原
案
可
決

　
庄
原
市
三
楽
荘
の
管
理
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た

め
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

【
付
託
先
】

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　
審
査
の
中
で
は
、指
定
管
理
者
制
度

の
具
体
的
な
検
討
に
当
た
っ
て
は
、設

置
目
的
の
効
果
的
な
達
成
、管
理
コ
ス

ト
の
削
減
が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。こ
の
方
針
と
か
け
離
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。経
常
経
費
を
削
減
し
、

こ
う
い
っ
た
も
の
が
新
設
さ
れ
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、提

案
に
対
す
る
異
論
を
含
め
て
多
く
の

質
疑
が
あ
っ
た
。

▽
否
決

　　
昨
年
12
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
に
よ
り

補
助
金
の
不
正
受
給
の
疑
い
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、新
た
な

局
面
を
迎
え
、庄
原
市
議
会
と
し
て
の

新
た
な
解
決
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
も
の

１
．グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
が
事
業

主
体
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
プ
ラ
ン
ト
事
業
を
取
り
消
し
、補

助
金
返
還
命
令
を
行
う
こ
と
。

２
．木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
プ
ラ

ン
ト
整
備
事
業
に
関
す
る
地
域
バ
イ

オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金
を
国
に
返
還

す
る
手
続
き
を
行
う
こ
と
。

●
反
対
討
論

　
議
員
と
し
て
は
、執
行
者
に
対
し
、

極
力
、返
還
の
な
い
よ
う
に
継
続
事
業

者
を
見
つ
け
る
な
ど
最
大
限
の
努
力

を
さ
せ
る
こ
と
。そ
し
て
、こ
の
事
例

を
も
と
に
し
て
、二
度
と
同
じ
こ
と
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、し
っ
か
り
と
情

報
収
集
を
し
な
が
ら
企
画
力
・
管
理
執

行
能
力
を
つ
け
さ
せ
る
以
外
に
は
な

い
と
考
え
る
。

●
賛
成
討
論

　
庄
原
市
が
い
ま
だ
に
事
業
継
承
に

よ
る
補
助
金
の
返
還
免
除
や
減
額
を

言
い
、不
正
に
受
給
し
た
補
助
金
の

返
還
命
令
を
出
さ
な
い
こ
と
は
、補

助
金
適
正
化
法
の
精
神
か
ら
し
て
適

切
で
な
い
。裁
判
等
の
第
三
者
の
判

断
と
は
別
に
、直
ち
に
市
の
判
断
で

補
助
金
返
還
命
令
を
出
し
、国
に
対

し
て
補
助
金
の
返
還
の
手
続
き
に
入

る
こ
と
が
必
要
だ
。

▽
否
決

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

庄
原
市
観
光
交
流
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
１
３
３
号

庄
原
市
医
療
従
事
者
育
成

奨
学
金
貸
付
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
１
３
４
号

庄
原
市
三
楽
荘
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
１
３
５
号

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

交
付
金
事
業
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
補
助
金

不
正
受
給
疑
惑
に
関
す
る
決
議

発
議
第
10
号

● 

人 

事

議

案

主
な

発

議

意 

見 

書

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・

充
実
す
る
仕
組
み
」の
構
築
を

求
め
る
意
見
書

　
９
月
定
例
会
で
は
、次
の
意
見

書
が
可
決
さ
れ
、国
会
や
関
係
省

庁
に
提
出
し
、そ
の
実
現
を
図
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
最

も
重
要
な
機
能
を
有
す
る
森
林
の

整
備
・
保
全
等
を
推
進
す
る
市
町
村

の
役
割
を
踏
ま
え
、「
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め
の
税
」
の
一
定
割
合

を
、森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕

組
み
」を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
。

す
べ
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

比
和
町
比
和

　
　
　
　  

津
秋
　
法
宣
　
氏

七
塚
町

　
　
　
　  

原
田
　
實
夫
　
氏

　
平
成
23
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
各
分
科
会
の
審
査
を
踏
ま
え
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
と
し
て
、以
下
の
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を

講
じ
、今
後
の
行
政
執
行
に
遺
憾
な
き
を
期
さ
れ
る
よ
う
決
議
す
る
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

 

認
定
に
対
す
る

付
帯
決
議

委

１２3

【決算審査特別委員会】

（要旨）

員長

報告

平成23年度

重
点
審
査
項
目
に
つ
い
て

財
政
運
営
の
見
直
し
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
の

運
用
に
つ
い
て

次
年
度
以
降
の

予
算
編
成
に
向
け
て

つ
　
あ
き
　
　
　 

の
り 

の
ぶ

は
ら
　
だ
　
　
　   

じ
つ  

お

September 

9月

定例会

三楽荘（東城町）
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原案
可決

９月

定例会
September

●自立支援事業 【833万3千円追加】

　重度身体障害者の療養介護医療費の追加。

●都市再生整備事業 【2100万円減額】

　社会資本整備総合交付金、都市再生整備分の交付決
定により、東城地域五反田堰切線の今年度実施を見送
るもの。

●分収造林事業 【738万4千円追加】

　総領地域分収造林五箇大仙山の保育間伐拡大による
事業増と、搬出された間伐材売り払いに伴って得られ
た収益の４割を地権者に配分する配分金の追加。

●消防組合事業 【1億7026万2千円追加】

　備北地区消防組合が整備を進めている消防無線デジ
タル化を１年前倒して実施しようとするため、負担金
の追加をするもの。

●小学校事務局管理事業・中学校事務局管理事業
【2861万3千円追加】

　休校・廃校となっている本・高南・帝釈小学校及び小
奴可中学校のプール解体撤去にかかる経費など。

●農林水産施設災害復旧費・公共土木施設災害復旧費
【6億4472万円追加】

　７月の大雨による被害の復旧に係る経費など。

主
な
質
疑

　このたびの補正予算では、人件費について、一般会計及び特別会計等で合計約3,500万円を増
額しています。６月定例会で給与費削減を行う特例条例を否決しましたが、予算は減額を見込ん
だものとなっていました。今回、元に戻すため増額するものです。

322億132万１千円
９億8,937万８千円追加

補正後の総額

補正額

平成24年度 庄原市一般会計補正予算（第４号）

■賛成全員のもの

発議

● 平成24年９月
9月5日～9月28日

24日間
会期定例会議決結果

事　　　　件　　　　名番号種類 議決結果議決日

専決処分の承認を求めることについて〔平成24年度庄原市一般会計補正予算（第３号）〕

市道路線の変更について

字の区域の変更について

字の区域の変更について

130

137

138

139

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

133

134

141

142

143

144

145

146

148

149

150

151

154

155

156

131

9

事　　　　件　　　　名番号種類 議決結果議決日

平成24年度庄原市一般会計補正予算（第４号）

平成24年度庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）

平成24年度庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成24年度庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市水道事業会計補正予算（第２号）

庄原市観光交流施設設置及び管理条例の一部を改正する条例

庄原市医療従事者育成奨学金貸付条例の一部を改正する条例

平成23年度庄原市住宅資金特別会計歳入歳出決算認定について

平成23年度庄原市歯科診療所特別会計歳入歳出決算認定について

平成23年度庄原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成23年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）歳入歳出決算認定について

平成23年度庄原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

平成23年度庄原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成23年度庄原市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成23年度庄原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成23年度庄原市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成23年度庄原市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成23年度庄原市水道事業会計決算認定について

平成23年度庄原市国民健康保険病院事業会計決算認定について

平成23年度庄原市比和財産区特別会計歳入歳出決算認定について

人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて〔津秋法宣  氏〕

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書

議

　案

議

　
　
　
　
　
　
　
　案

9
月
5
日

9
月
28
日

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

同　　意

原案可決

※藤木邦明議員欠席

補正予算の主なもの

本
年
度
、ど
の
程
度
の
額
が

普
通
交
付
税
と
し
て
算
定
で

き
て
い
る
の
か
。

交
付
決
定
額
は
１
４
３
億
７

千
万
円
余
り
。平
成
23
年
度
の

決
定
額
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
。人
口

密
度
の
低
い
地
域
に
対
し
て
の
手

厚
い
措
置
が
な
さ
れ
、当
初
予
算
額

に
対
し
て
増
額
決
定
と
な
っ
て
お

り
、こ
の
た
び
１
億
３
７
０
０
万
円

増
額
補
正
を
お
願
い
す
る
。

東
城
ま
ち
な
み
整
備
事
業
の

財
源
振
替
を
行
い
、社
会
実
験

を
地
方
債
を
起
こ
し
て
ま
で
や
る

の
に
対
し
、東
城
の
五
反
田
堰
切
線

に
つ
い
て
実
施
を
見
送
る
理
由
は
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

が
市
の
要
求
額
よ
り
下
回
っ

た
。都
市
再
生
整
備
計
画
の
一
つ
の

目
玉
が
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。５

カ
年
計
画
で
優
先
順
位
の
高
い
も

の
か
ら
順
次
や
っ
て
い
く
。来
年
以

降
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

問問 答答

一般会計・
特別会計補正予算

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〔
平
成
24
年
度
庄
原
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）〕

議
案
第
１
３
０
号

　
７
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
の

大
雨
に
伴
う
災
害
の
復
旧
に
係
る
災

害
査
定
に
向
け
て
、査
定
設
計
等
の

委
託
料
を
１
億
１
３
５
２
万
５
千
円

追
加
す
る
も
の

▽
承
認

庄
原
市
議
会
で
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
傍
聴
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

9月定例会のようす9月定例会のようす
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原案
可決

９月

定例会
September

●自立支援事業 【833万3千円追加】

　重度身体障害者の療養介護医療費の追加。

●都市再生整備事業 【2100万円減額】

　社会資本整備総合交付金、都市再生整備分の交付決
定により、東城地域五反田堰切線の今年度実施を見送
るもの。

●分収造林事業 【738万4千円追加】

　総領地域分収造林五箇大仙山の保育間伐拡大による
事業増と、搬出された間伐材売り払いに伴って得られ
た収益の４割を地権者に配分する配分金の追加。

●消防組合事業 【1億7026万2千円追加】

　備北地区消防組合が整備を進めている消防無線デジ
タル化を１年前倒して実施しようとするため、負担金
の追加をするもの。

●小学校事務局管理事業・中学校事務局管理事業
【2861万3千円追加】

　休校・廃校となっている本・高南・帝釈小学校及び小
奴可中学校のプール解体撤去にかかる経費など。

●農林水産施設災害復旧費・公共土木施設災害復旧費
【6億4472万円追加】

　７月の大雨による被害の復旧に係る経費など。

主
な
質
疑

　このたびの補正予算では、人件費について、一般会計及び特別会計等で合計約3,500万円を増
額しています。６月定例会で給与費削減を行う特例条例を否決しましたが、予算は減額を見込ん
だものとなっていました。今回、元に戻すため増額するものです。

322億132万１千円
９億8,937万８千円追加

補正後の総額

補正額

平成24年度 庄原市一般会計補正予算（第４号）

■賛成全員のもの

発議

● 平成24年９月
9月5日～9月28日

24日間
会期定例会議決結果

事　　　　件　　　　名番号種類 議決結果議決日

専決処分の承認を求めることについて〔平成24年度庄原市一般会計補正予算（第３号）〕

市道路線の変更について

字の区域の変更について

字の区域の変更について

130

137

138

139

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

133

134

141

142

143

144

145

146

148

149

150

151

154

155

156

131

9

事　　　　件　　　　名番号種類 議決結果議決日

平成24年度庄原市一般会計補正予算（第４号）

平成24年度庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）

平成24年度庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成24年度庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市水道事業会計補正予算（第２号）
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地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書

議

　案

議

　
　
　
　
　
　
　
　案

9
月
5
日

9
月
28
日

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

同　　意

原案可決

※藤木邦明議員欠席

補正予算の主なもの

本
年
度
、ど
の
程
度
の
額
が

普
通
交
付
税
と
し
て
算
定
で

き
て
い
る
の
か
。

交
付
決
定
額
は
１
４
３
億
７

千
万
円
余
り
。平
成
23
年
度
の

決
定
額
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
。人
口

密
度
の
低
い
地
域
に
対
し
て
の
手

厚
い
措
置
が
な
さ
れ
、当
初
予
算
額

に
対
し
て
増
額
決
定
と
な
っ
て
お

り
、こ
の
た
び
１
億
３
７
０
０
万
円

増
額
補
正
を
お
願
い
す
る
。

東
城
ま
ち
な
み
整
備
事
業
の

財
源
振
替
を
行
い
、社
会
実
験

を
地
方
債
を
起
こ
し
て
ま
で
や
る

の
に
対
し
、東
城
の
五
反
田
堰
切
線

に
つ
い
て
実
施
を
見
送
る
理
由
は
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

が
市
の
要
求
額
よ
り
下
回
っ

た
。都
市
再
生
整
備
計
画
の
一
つ
の

目
玉
が
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。５

カ
年
計
画
で
優
先
順
位
の
高
い
も

の
か
ら
順
次
や
っ
て
い
く
。来
年
以

降
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

問問 答答

一般会計・
特別会計補正予算

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〔
平
成
24
年
度
庄
原
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）〕

議
案
第
１
３
０
号

　
７
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
の

大
雨
に
伴
う
災
害
の
復
旧
に
係
る
災

害
査
定
に
向
け
て
、査
定
設
計
等
の

委
託
料
を
１
億
１
３
５
２
万
５
千
円

追
加
す
る
も
の

▽
承
認

庄
原
市
議
会
で
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
傍
聴
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

9月定例会のようす9月定例会のようす
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表決
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議
　
案

議
　
　
　
　
　
　
　
案

発
　
議

事　件　名
反
対（
人
）

平
山
　
俊
憲

加
島
　
英
俊

和
田
　
満
福

谷
口
　
隆
明

八
谷
　
文
策

佐
々
木
信
行

野
崎
　
幸
雄

宇
江
田
豊
彦

小
谷
　
鶴
義

門
脇
　
俊
照

藤
木
　
邦
明

藤
山
　
明
春

竹
内
　
光
義

西
村
　
和
正

垣
内
　
秀
孝

赤
木
　
忠
德

名
越
　
峯
壽

岡
村
　
信
吉

田
中
　
五
郎

中
原
　
　
巧

林
　
　
高
正

横
路
　
政
之

坂
本
　
義
明

福
山
　
権
二

徳
永
　
泰
臣

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
議
決
結
果

番
　
号

議
決
日

種
　
類

賛
成（
人
）

9
月
5
日

9
月
28
日

表示例  ○・・・賛成  ×・・・反対  欠・・・欠席  議長・・・議長職  棄・・・棄権

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○○○○○棄 棄○○ ○○
市道路線の認定
について

136 21 0 ○○欠議
長

原
案
可
決

3 20

庄原市三楽荘設
置及び管理条例
の一部を改正す
る条例

135 × × × × × × ××× × ×××××○ ××× ×○ ○×－議
長

否 

決

22 0

人権擁護委員候
補者の推薦に意
見を求めること
について〔原田實
夫　氏〕

132 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○○○○○○ ○○○ ○○ 棄○－議
長

同 

意

6 15

地域バイオマス
利活用交付金事
業 に お け る グ
リーンケミカル
㈱補助金不正受
給疑惑に関する
決議

10 × ○ × × ○ × ××× × ○○棄××× ××× 棄× ○○－議
長

否 

決

22 1

平成23年度庄原
市一般会計歳入
歳出決算認定に
ついて

140 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○○○○○○ ○○○ ○○ ○×－議
長

認 

定

1 ○ ○ ○ ○ ○ × ○○○ ○ ○○○○○○ ○○○ ○○ ○○－議
長22

平成23年度庄原
市介護保険サー
ビス事業特別会
計歳入歳出決算
認定について

147
認 

定

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○○×○－○○ ○○○ ○○ ○ ○議
長22

平成23年度庄原
市工業団地造成
事業特別会計歳
入歳出決算認定
について

152
認 

定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○○×○○○ ○○○ ○○ ○○－議
長122

平成23年度庄原
市宅地造成事業
特別会計歳入歳
出決算認定につ
いて

153
認 

定

■賛否の分かれたもの

議員辞職の
お知らせ なお、この辞職に伴い本市の議員の現員数は24名となります。

（現議員の任期：平成25年４月16日まで）
また、議員定数は次の一般選挙から20名となります。

藤木邦明議員の辞職が、平成24年９月28日付けで許可されました。

長年の真摯な議員活動に敬意と感謝の意を表します。
しん　し
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議
員
の
審
議
能
力
、政
策
立
案
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、議
員
派
遣
に
よ
る
議

員
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
研
修
名

第
２
回
市
町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ

ナ
ー

●
主
催

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

（
滋
賀
県
大
津
市
）

●
期
間

平
成
24
年
８
月
２
日
～
３
日

研
修
内
容

○
地
方
財
政
の
課
題
と
方
向
性

○
震
災
復
興
と
地
域
の
役
割

○
こ
れ
か
ら
の
議
員
の
あ
り
方

○
支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

参
加
議
員

加
島
英
俊

和
田
満
福

八
谷
文
策

野
崎
幸
雄

門
脇
俊
照

藤
山
明
春

赤
木
忠
德

坂
本
義
明

　
こ
れ
か
ら
の
議
員
の
あ
り
方
と
い
う

テ
ー
マ
に
関
し
て
、
地
方
議
会
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
議
会
の

役
割
に
つ
い
て
、
未
だ
に
多
く
の
地
方

議
員
や
執
行
者
は
、従
来
ど
お
り
、執
行

者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
だ
と
認
識
し

て
い
る
と
述
べ
ら
れ
、
現
在
の
地
方
議

員
の
役
割
を
次
の
と
お
り
ま
と
め
ら
れ

た
。

①
公
共
施
策
の
決
定
者

②
執
行
機
関
の
監
視
者

③
政
策
提
案
・
立
案
者

④
民
意
の
集
約
者
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
、
議
会
の
自
律
性
を
高
め
る
改

革
（
議
会
基
本
条
例
等
）
、
執
行
機
関
を

交
え
な
い
議
員
同
士
の
討
論
機
会
の
創

出
、
議
会
主
催
に
よ
る
各
地
で
の
市
民

議
会
報
告
会
、対
話
集
会
、議
員
立
法
を

支
え
る
議
会
法
制
局
の
共
同
設
置
、
議

会
の
開
催
日
数
の
倍
増
ほ
か
、
各
議
員

に
対
す
る
市
民
評
価
・
評
定
の
公
表
、予

算
研
究
会
、監
査
、監
察
な
ど
統
制
機
能

の
強
化
策
な
ど
、
制
度
改
正
を
待
た
ず

各
議
会
で
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
最
後
に
、議
員
に
は
、夢
を
語

り
、
夢
を
実
現
す
る
役
者
と
な
っ
て
ほ

し
い
と
切
望
さ
れ
た
。

研
修
報
告
か
ら

議  

員  

研  

修

※加島英俊議員欠席

　10月24日、臨時会を開き、庄原市立（仮称）高野保育所新築工事の請負契約の請負金額

を565万5,300円増額する契約変更に関する議案（変更後 3億595万5,300円）や、庄原

市高野観光交流ターミナル（道の駅たかの）を平成25年４月１日からの3年間、株式会社 

緑の村（代表取締役 松島義治）に指定管理を行わせようとする指定管理者の指定に関す

る議案と補正予算について審議しました。

　これらの議案は、全て全員賛成で可決されました。

事　　　　件　　　　名番号種類 議決結果議決日

庄原市立(仮称）高野保育所新築工事請負契約の変更について

指定管理者の指定について〔庄原市高野観光交流ターミナル（道の駅たかの）〕

平成24年度庄原市一般会計補正予算（第５号）

168

169

170

議

　案

10
月
24
日

原案可決

原案可決

原案可決

● 平成24年10月 10月24日 １日間会期臨時会議決結果

10月臨時会



しょうばら市議会だより　2012 . 1117

　
議
員
の
審
議
能
力
、政
策
立
案
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、議
員
派
遣
に
よ
る
議

員
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
研
修
名

第
２
回
市
町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ

ナ
ー

●
主
催

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

（
滋
賀
県
大
津
市
）

●
期
間

平
成
24
年
８
月
２
日
～
３
日

研
修
内
容

○
地
方
財
政
の
課
題
と
方
向
性

○
震
災
復
興
と
地
域
の
役
割

○
こ
れ
か
ら
の
議
員
の
あ
り
方

○
支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

参
加
議
員

加
島
英
俊

和
田
満
福

八
谷
文
策

野
崎
幸
雄

門
脇
俊
照

藤
山
明
春

赤
木
忠
德

坂
本
義
明

　
こ
れ
か
ら
の
議
員
の
あ
り
方
と
い
う

テ
ー
マ
に
関
し
て
、
地
方
議
会
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
議
会
の

役
割
に
つ
い
て
、
未
だ
に
多
く
の
地
方

議
員
や
執
行
者
は
、従
来
ど
お
り
、執
行

者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
だ
と
認
識
し

て
い
る
と
述
べ
ら
れ
、
現
在
の
地
方
議

員
の
役
割
を
次
の
と
お
り
ま
と
め
ら
れ

た
。

①
公
共
施
策
の
決
定
者

②
執
行
機
関
の
監
視
者

③
政
策
提
案
・
立
案
者

④
民
意
の
集
約
者
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
、
議
会
の
自
律
性
を
高
め
る
改

革
（
議
会
基
本
条
例
等
）
、
執
行
機
関
を

交
え
な
い
議
員
同
士
の
討
論
機
会
の
創

出
、
議
会
主
催
に
よ
る
各
地
で
の
市
民

議
会
報
告
会
、対
話
集
会
、議
員
立
法
を

支
え
る
議
会
法
制
局
の
共
同
設
置
、
議

会
の
開
催
日
数
の
倍
増
ほ
か
、
各
議
員

に
対
す
る
市
民
評
価
・
評
定
の
公
表
、予

算
研
究
会
、監
査
、監
察
な
ど
統
制
機
能

の
強
化
策
な
ど
、
制
度
改
正
を
待
た
ず

各
議
会
で
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
最
後
に
、議
員
に
は
、夢
を
語

り
、
夢
を
実
現
す
る
役
者
と
な
っ
て
ほ

し
い
と
切
望
さ
れ
た
。

研
修
報
告
か
ら

議  

員  

研  

修

※加島英俊議員欠席

　10月24日、臨時会を開き、庄原市立（仮称）高野保育所新築工事の請負契約の請負金額

を565万5,300円増額する契約変更に関する議案（変更後 3億595万5,300円）や、庄原

市高野観光交流ターミナル（道の駅たかの）を平成25年４月１日からの3年間、株式会社 

緑の村（代表取締役 松島義治）に指定管理を行わせようとする指定管理者の指定に関す

る議案と補正予算について審議しました。

　これらの議案は、全て全員賛成で可決されました。

事　　　　件　　　　名番号種類 議決結果議決日

庄原市立(仮称）高野保育所新築工事請負契約の変更について

指定管理者の指定について〔庄原市高野観光交流ターミナル（道の駅たかの）〕

平成24年度庄原市一般会計補正予算（第５号）

168

169

170

議

　案

10
月
24
日

原案可決

原案可決

原案可決

● 平成24年10月 10月24日 １日間会期臨時会議決結果

10月臨時会
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平
成
25
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、市
議
会
の
各
会
派
や
個
人
は
、

10
月
29
日
、市
長
に
対
し
次
の
と
お
り
要
望
し
ま
し
た
。

１
．財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

　
事
務
・
事
業
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
を
徹
底
し
、時
代
要
求
に

応
じ
た
施
策
展
開
を
図
ら
れ
た
い
。

●
そ
の
他
１
項
目

２
．高
速
通
信
網
整
備
に
つ
い
て
　

　
広
域
、山
間
地
域
だ
か
ら
こ
そ
高
速

通
信
網
を
早
急
に
整
備
さ
れ
た
い
。

●
そ
の
他
１
項
目

３
．行
政
組
織
強
化
に
つ
い
て

　
組
織
の
効
率
的
な
運
営
の
た
め

部
長
制
を
復
活
さ
れ
た
い
。

●
そ
の
他
１
項
目

４
．農
業
振
興
に
つ
い
て

　
庄
原
市
農
業
振
興
計
画
を
基
に
、

中
山
間
地
域
に
即
応
し
た
施
策
展

開
を
図
ら
れ
た
い
。●

そ
の
他
１
項
目

５
・
林
業
振
興
に
つ
い
て

　
林
業
振
興
計
画
を
早
期
に
定
め
、

時
代
に
即
応
し
た
施
策
展
開
を
図

ら
れ
た
い
。

●
そ
の
他
１
項
目

６
．道
路
整
備
に
つ
い
て

　
国
県
基
幹
道
路
網
の
改
良
整
備

に
つ
い
て
、
強
力
な
要
望
・
提
言
活

動
を
実
施
さ
れ
た
い
。

●
そ
の
他
４
項
目

７
．観
光
振
興
に

　
庄
原
ら
し
い
観
光
開
発
の
推
進

を
図
ら
れ
た
い
。

８
．保
健
医
療
に
つ
い
て

　
庄
原
市
立
西
城
市
民
病
院
の
方

向
性
を
早
急
に
定
め
ら
れ
た
い
。

●
そ
の
他
２
項
目

９
．魅
力
の
あ
る
教
育
の
実
現
に
つ

い
て

　
関
係
組
織（
行
政
・
教
育
委
員
会
・

教
師
・
保
護
者
等
）
の
共
通
認
識
の

も
と
「
庄
原
教
育
構
想
（
仮
称
）
」
を

策
定
し
、魅
力
あ
る
教
育
の
実
現
を

さ
れ
た
い
。

●
そ
の
他
１
項
目

１
．安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち（
少

子
高
齢
化
対
策
）を
つ
く
る
た
め
に

　
医
師
を
す
み
や
か
に
確
保
す
る
体

制
を
市
と
し
て
も
構
築
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
６
項
目

２
．農
林
業
振
興
に
つ
い
て

　
「
庄
原
市
推
奨
シ
ー
ル
」
を
作
成

し
、開
発
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
に
貼
り

付
け
、販
売
拡
大
を
図
る
こ
と
。

●
そ
の
他
２
項
目

３
．働
く
場
所
の
確
保
・
定
住
促
進

　  

に
つ
い
て

　
積
極
的
に
企
業
訪
問
を
行
い
、工

業
団
地
な
ど
へ
優
良
企
業
を
誘
致

す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
３
項
目

４
．教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術

　  
の
充
実
に
つ
い
て

　
学
力
低
下
へ
の
具
体
的
な
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、不
登
校
生
徒

が
多
く
見
ら
れ
る
状
況
に
つ
い
て
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　
　
●
そ
の
他
２
項
目

５
．観
光
振
興
に
つ
い
て

　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
対
す
る

市
と
し
て
の
支
援
体
制
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
。

●
そ
の
他
２
項
目

６
．商
業
・
工
業
振
興
に
つ
い
て

　
市
税
納
入
業
者
に
有
効
と
な
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る

こ
と
。

●
そ
の
他
２
項
目

７
．道
路
網
の
拡
充
に
つ
い
て

　
国
道
、県
道
は
合
併
支
援
道
路
と

し
て
住
民
か
ら
の
要
望
も
強
く
、早

期
完
成
に
向
け
て
関
係
機
関
に
要

望
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
１
項
目

８
．環
境
問
題
に
つ
い
て

　
合
併
浄
化
槽
方
式
だ
け
で
は
な

く
、地
域
事
情
に
応
じ
た
施
策
を
展

開
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
２
項
目

留
意
事
項
と
し
て
、ジ
ュ
オ
ン
問
題
の

速
や
か
な
解
決
を
図
る
こ
と
。な
ど

１
．経
済
・
行
政
政
策
に
つ
い
て

　
施
策
や
計
画
等
の
有
効
性
・
優
先
順

位
の
適
切
さ
等
を
住
民
に
確
実
に
伝

え
る
と
と
も
に
、予
算
の
効
率
的
な
使

用
の
観
点
か
ら
の
評
価
を
確
実
に
実

施
し
、評
価
結
果
を
施
策
に
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
１
項
目

２
．雇
用
・
労
働
政
策
に
つ
い
て

　
失
業
者
対
策
や
新
規
卒
業
者
対

策
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
な
対
策

を
進
め
る
こ
と
。

●
そ
の
他
４
項
目

３
．資
源
環
境
政
策
に
つ
い
て

　
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、積

極
的
な
取
り
組
み
を
図
る
こ
と
。

●
そ
の
他
６
項
目

４
．交
通
・
社
会
基
盤
整
備
に
つ
い
て

　
す
べ
て
の
世
帯
に
救
急
車
な
ど

の
緊
急
自
動
車
や
介
護
関
係
車
両
が

到
着
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
４
項
目

５
．医
療
・
福
祉
政
策
に
つ
い
て

　
救
急
医
療
体
制
や
夜
間
・
休
日
の

診
療
体
制
、小
児
救
急
医
療
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
。●

そ
の
他
３
項
目

６
．教
育
・
平
和
・
人
権
政
策
に
つ
い
て

　
児
童
・
生
徒
を
学
校
と
地
域
で
育

て
る
た
め
、教
育
委
員
会
の
先
行
に

よ
る
拙
速
な
学
校
統
合
は
避
け
る

と
と
も
に
、地
域
が
教
育
に
携
れ
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
４
項
目

1日
7日
8日

17日

21日
23日
24日
29日

5日

6日

7日

議会広報委員会
議会改革特別委員会
議員全員協議会
議会運営委員会
産業建設調査会
産業建設常任委員会
議会運営委員会
議会改革特別委員会
議員全員協議会
議会運営委員会

第４回市議会定例会
決算審査特別委員会
総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会
正副主査会議
総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会
総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会
総務財政常任委員会

8 月

9 月

10日

11日

12日
13日

14日
18日
19日
20日

21日

総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会
議会改革特別委員会
議会広報委員会
正副主査会議
議会運営委員会
産業建設常任委員会
産業建設分科会
教育民生常任委員会
総務財政常任委員会
総務財政分科会
産業建設常任委員会
議会運営委員会行政視察
第４回市議会定例会
第４回市議会定例会
議会運営委員会
第４回市議会定例会
総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会
総務財政常任委員会
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会

9 月
24日
25日

26日

28日

9日
10日
16日

19日
22日
24日

議会運営委員会行政視察
第４回市議会定例会
決算審査特別委員会
総務財政常任委員会
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会
議会改革特別委員会
議会広報委員会
議会運営委員会
第４回市議会定例会
産業建設常任委員会
議会運営委員会
議員全員協議会
議会広報委員会

議会改革特別委員会
議員全員協議会
産業建設常任委員会
行政視察
議会運営委員会
議会改革特別委員会
第５回市議会臨時会
議員全員協議会
議会運営委員会

9 月

10 月

[８・９・10月]

～18日

２日目

３日目

４日目

５日目

最終日

動きの議議 会会

初　日

［行政視察受入状況］
滋賀県守山市議会政志会（ごみ焼却処理施設〔備北クリーンセンター〕）８月７日

茨城県日立市議会新庁舎建設特別委員会（庁舎建設）10月15日

１
．
地
域
の
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

の
推
進
に
つ
い
て

①
児
童
虐
待
防
止
対
策

②
う
つ
対
策

●
そ
の
他
８
項
目

２
．輝
く
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て

①
中
小
企
業
支
援

②
雇
用
支
援

●
そ
の
他
２
項
目

１
．住
民
本
位
の
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
う
こ
と

●
４
項
目

２
．住
民
負
担
増
や
社
会
保
障
の
後

退
は
さ
せ
ず
、暮
ら
し
と
福
祉
を
ま

も
る
こ
と

●
11
項
目

３
．
地
域
経
済
を
振
興
し
、
安
定
し

た
雇
用
を
拡
大
す
る
こ
と

●
10
項
目

４
．子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を

保
障
す
る
教
育
を
す
す
め
、庄
原
市

な
ら
で
は
の
子
育
て
応
援
施
策
に

取
り
組
む
こ
と

●
10
項
目

清
　
政
　
会

野
　
の
　
風

市 

民 

の 

会

会
派
に
属
さ
な
い

議
員
個
人
の
要
望

横
路
　
政
之

谷
口
　
隆
明

会派名 所属議員氏名
（◎印は会派代表者）

清政会 ◎垣内秀孝　田中五郎
　小谷鶴義　西村和正
　名越峯壽　岡村信吉
　坂本義明　徳永泰臣

野の風 ◎和田満福　赤木忠德
　加島英俊　八谷文策
　野崎幸雄　門脇俊照
　藤山明春

市民の会 ◎宇江田豊彦　福山権二

みどりの会 ◎佐々木信行　中原　巧

会派に
属さない
議員

　平山俊憲　谷口隆明
　竹内光義　林　高正
　横路政之

平成24年10月１日現在

会 派 一 覧

市
政
に
対
す
る
会
派
等
の
要
望

（要旨）
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平
成
25
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、市
議
会
の
各
会
派
や
個
人
は
、

10
月
29
日
、市
長
に
対
し
次
の
と
お
り
要
望
し
ま
し
た
。

１
．財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

　
事
務
・
事
業
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
を
徹
底
し
、時
代
要
求
に

応
じ
た
施
策
展
開
を
図
ら
れ
た
い
。

●
そ
の
他
１
項
目

２
．高
速
通
信
網
整
備
に
つ
い
て
　

　
広
域
、山
間
地
域
だ
か
ら
こ
そ
高
速

通
信
網
を
早
急
に
整
備
さ
れ
た
い
。

●
そ
の
他
１
項
目

３
．行
政
組
織
強
化
に
つ
い
て

　
組
織
の
効
率
的
な
運
営
の
た
め

部
長
制
を
復
活
さ
れ
た
い
。

●
そ
の
他
１
項
目

４
．農
業
振
興
に
つ
い
て

　
庄
原
市
農
業
振
興
計
画
を
基
に
、

中
山
間
地
域
に
即
応
し
た
施
策
展

開
を
図
ら
れ
た
い
。●

そ
の
他
１
項
目

５
・
林
業
振
興
に
つ
い
て

　
林
業
振
興
計
画
を
早
期
に
定
め
、

時
代
に
即
応
し
た
施
策
展
開
を
図

ら
れ
た
い
。

●
そ
の
他
１
項
目

６
．道
路
整
備
に
つ
い
て

　
国
県
基
幹
道
路
網
の
改
良
整
備

に
つ
い
て
、
強
力
な
要
望
・
提
言
活

動
を
実
施
さ
れ
た
い
。

●
そ
の
他
４
項
目

７
．観
光
振
興
に

　
庄
原
ら
し
い
観
光
開
発
の
推
進

を
図
ら
れ
た
い
。

８
．保
健
医
療
に
つ
い
て

　
庄
原
市
立
西
城
市
民
病
院
の
方

向
性
を
早
急
に
定
め
ら
れ
た
い
。

●
そ
の
他
２
項
目

９
．魅
力
の
あ
る
教
育
の
実
現
に
つ

い
て

　
関
係
組
織（
行
政
・
教
育
委
員
会
・

教
師
・
保
護
者
等
）
の
共
通
認
識
の

も
と
「
庄
原
教
育
構
想
（
仮
称
）
」
を

策
定
し
、魅
力
あ
る
教
育
の
実
現
を

さ
れ
た
い
。

●
そ
の
他
１
項
目

１
．安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち（
少

子
高
齢
化
対
策
）を
つ
く
る
た
め
に

　
医
師
を
す
み
や
か
に
確
保
す
る
体

制
を
市
と
し
て
も
構
築
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
６
項
目

２
．農
林
業
振
興
に
つ
い
て

　
「
庄
原
市
推
奨
シ
ー
ル
」
を
作
成

し
、開
発
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
に
貼
り

付
け
、販
売
拡
大
を
図
る
こ
と
。

●
そ
の
他
２
項
目

３
．働
く
場
所
の
確
保
・
定
住
促
進

　  

に
つ
い
て

　
積
極
的
に
企
業
訪
問
を
行
い
、工

業
団
地
な
ど
へ
優
良
企
業
を
誘
致

す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
３
項
目

４
．教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術

　  

の
充
実
に
つ
い
て

　
学
力
低
下
へ
の
具
体
的
な
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、不
登
校
生
徒

が
多
く
見
ら
れ
る
状
況
に
つ
い
て
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　
　
●
そ
の
他
２
項
目

５
．観
光
振
興
に
つ
い
て

　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
対
す
る

市
と
し
て
の
支
援
体
制
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
。

●
そ
の
他
２
項
目

６
．商
業
・
工
業
振
興
に
つ
い
て

　
市
税
納
入
業
者
に
有
効
と
な
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る

こ
と
。

●
そ
の
他
２
項
目

７
．道
路
網
の
拡
充
に
つ
い
て

　
国
道
、県
道
は
合
併
支
援
道
路
と

し
て
住
民
か
ら
の
要
望
も
強
く
、早

期
完
成
に
向
け
て
関
係
機
関
に
要

望
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
１
項
目

８
．環
境
問
題
に
つ
い
て

　
合
併
浄
化
槽
方
式
だ
け
で
は
な

く
、地
域
事
情
に
応
じ
た
施
策
を
展

開
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
２
項
目

留
意
事
項
と
し
て
、ジ
ュ
オ
ン
問
題
の

速
や
か
な
解
決
を
図
る
こ
と
。な
ど

１
．経
済
・
行
政
政
策
に
つ
い
て

　
施
策
や
計
画
等
の
有
効
性
・
優
先
順

位
の
適
切
さ
等
を
住
民
に
確
実
に
伝

え
る
と
と
も
に
、予
算
の
効
率
的
な
使

用
の
観
点
か
ら
の
評
価
を
確
実
に
実

施
し
、評
価
結
果
を
施
策
に
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
１
項
目

２
．雇
用
・
労
働
政
策
に
つ
い
て

　
失
業
者
対
策
や
新
規
卒
業
者
対

策
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
な
対
策

を
進
め
る
こ
と
。

●
そ
の
他
４
項
目

３
．資
源
環
境
政
策
に
つ
い
て

　
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、積

極
的
な
取
り
組
み
を
図
る
こ
と
。

●
そ
の
他
６
項
目

４
．交
通
・
社
会
基
盤
整
備
に
つ
い
て

　
す
べ
て
の
世
帯
に
救
急
車
な
ど

の
緊
急
自
動
車
や
介
護
関
係
車
両
が

到
着
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
４
項
目

５
．医
療
・
福
祉
政
策
に
つ
い
て

　
救
急
医
療
体
制
や
夜
間
・
休
日
の

診
療
体
制
、小
児
救
急
医
療
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
。●

そ
の
他
３
項
目

６
．教
育
・
平
和
・
人
権
政
策
に
つ
い
て

　
児
童
・
生
徒
を
学
校
と
地
域
で
育

て
る
た
め
、教
育
委
員
会
の
先
行
に

よ
る
拙
速
な
学
校
統
合
は
避
け
る

と
と
も
に
、地
域
が
教
育
に
携
れ
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

●
そ
の
他
４
項
目

1日
7日
8日

17日

21日
23日
24日
29日

5日

6日

7日

議会広報委員会
議会改革特別委員会
議員全員協議会
議会運営委員会
産業建設調査会
産業建設常任委員会
議会運営委員会
議会改革特別委員会
議員全員協議会
議会運営委員会

第４回市議会定例会
決算審査特別委員会
総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会
正副主査会議
総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会
総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会
総務財政常任委員会

8 月

9 月

10日

11日

12日
13日

14日
18日
19日
20日

21日

総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会
議会改革特別委員会
議会広報委員会
正副主査会議
議会運営委員会
産業建設常任委員会
産業建設分科会
教育民生常任委員会
総務財政常任委員会
総務財政分科会
産業建設常任委員会
議会運営委員会行政視察
第４回市議会定例会
第４回市議会定例会
議会運営委員会
第４回市議会定例会
総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会
総務財政常任委員会
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会

9 月
24日
25日

26日

28日

9日
10日
16日

19日
22日
24日

議会運営委員会行政視察
第４回市議会定例会
決算審査特別委員会
総務財政常任委員会
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会
議会改革特別委員会
議会広報委員会
議会運営委員会
第４回市議会定例会
産業建設常任委員会
議会運営委員会
議員全員協議会
議会広報委員会

議会改革特別委員会
議員全員協議会
産業建設常任委員会
行政視察
議会運営委員会
議会改革特別委員会
第５回市議会臨時会
議員全員協議会
議会運営委員会

9 月

10 月

[８・９・10月]

～18日

２日目

３日目

４日目

５日目

最終日

動きの議議 会会

初　日

［行政視察受入状況］
滋賀県守山市議会政志会（ごみ焼却処理施設〔備北クリーンセンター〕）８月７日

茨城県日立市議会新庁舎建設特別委員会（庁舎建設）10月15日

１
．
地
域
の
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

の
推
進
に
つ
い
て

①
児
童
虐
待
防
止
対
策

②
う
つ
対
策

●
そ
の
他
８
項
目

２
．輝
く
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て

①
中
小
企
業
支
援

②
雇
用
支
援

●
そ
の
他
２
項
目

１
．住
民
本
位
の
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
う
こ
と

●
４
項
目

２
．住
民
負
担
増
や
社
会
保
障
の
後

退
は
さ
せ
ず
、暮
ら
し
と
福
祉
を
ま

も
る
こ
と

●
11
項
目

３
．
地
域
経
済
を
振
興
し
、
安
定
し

た
雇
用
を
拡
大
す
る
こ
と

●
10
項
目

４
．子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を

保
障
す
る
教
育
を
す
す
め
、庄
原
市

な
ら
で
は
の
子
育
て
応
援
施
策
に

取
り
組
む
こ
と

●
10
項
目

清
　
政
　
会

野
　
の
　
風

市 

民 

の 

会

会
派
に
属
さ
な
い

議
員
個
人
の
要
望

横
路
　
政
之

谷
口
　
隆
明

会派名 所属議員氏名
（◎印は会派代表者）

清政会 ◎垣内秀孝　田中五郎
　小谷鶴義　西村和正
　名越峯壽　岡村信吉
　坂本義明　徳永泰臣

野の風 ◎和田満福　赤木忠德
　加島英俊　八谷文策
　野崎幸雄　門脇俊照
　藤山明春

市民の会 ◎宇江田豊彦　福山権二

みどりの会 ◎佐々木信行　中原　巧

会派に
属さない
議員

　平山俊憲　谷口隆明
　竹内光義　林　高正
　横路政之

平成24年10月１日現在

会 派 一 覧

市
政
に
対
す
る
会
派
等
の
要
望

（要旨）
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編

集

後

記

主な日程（予定）12月定例会の　
消
費
税
増
税
、普
天
間
基
地
へ
の
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
や
原
子
力
発
電
所
建
設

の
継
続
を
め
ぐ
り
政
府
は
混
乱
。ま
た
、

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
給
与
所
得
者

は
未
だ
に
１
千
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。政
治
や
経
済
が
混
沌
と
す
る
中
、本

市
に
お
い
て
は
、平
成
27
年
度
か
ら
合

併
に
よ
る
財
政
優
遇
措
置
が
段
階
的
に

縮
小
さ
れ
、財
政
運
営
は
一
層
厳
し
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
、住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
行
政
参
画

が
不
可
欠
で
す
。少
人
数
の
集
ま
り
に

も
議
員
を
呼
ん
で
話
し
合
う
、
出
前

ト
ー
ク
で
市
職
員
を
呼
ん
で
話
し
合

う
。こ
の
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
広
が
る
か

が
、課
題
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。市
長
・

議
員
を
選
ん
だ
市
民
の
皆
さ
ん
の
行
政

チ
ェ
ッ
ク
と
監
視
こ
そ
が
原
点
で
す
。

　
次
回
一
般
選
挙
か
ら
議
員
定
数
は
５

名
減
の
20
名
と
な
り
ま
す
。議
会
は
積
極

的
に
報
告
会
等
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、９
月
定
例

会
の
内
容
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。

議
会
に
対
す
る
疑
問
・
ご
意
見
等
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
会

　   

　
委 

員 

長
　
　
門
脇
　
俊
照

　   

　
副
委
員
長
　
　
谷
口
　
隆
明

　   

　
委
　
　
員
　
　
福
山
　
権
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
木
　
忠
德

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
光
義

12月４日（火）

12月10日（月）

12月11日（火）

12月12日（水）

12月14日（金）

本会議

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議

日にち 主な会議名

※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（TEL 0824-73-1162）へ
　お問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開会の予定です。
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10月21日、比和総合運動公園（比和町）で「比

和やまびこ祭」が開催され、祭りの中では、「比

和牛供養田植」が披露されました。その太鼓打

ちの技法などは、郷土芸能振興会と中学生に

より受け継がれています。また、奥出雲町との

神楽交流イベントなども行われ、会場は多く

の人でにぎわいました。

表紙写真の説明

　10月22日から30日まで、市内７会場（参加者延べ80人）で議会改革懇談会を開催しました。

　議会改革特別委員会に付託された政務活動費について、市民の皆さまに、これまでの審査状況をお知らせ

するとともに、この制度の導入に向けてのご意見を伺いました。

　議会改革特別委員会では、各会場で寄せられた多くのご意見を参考としながら審査を行い、特に①政務活

動費の第三者によるチェックの必要性、②不適切使用に対する罰則規定の必要性について検討を行いまし

た。①については、厳密な使途基準を設けることや議長による監査の実施、市民への徹底した情報の公開に

より透明性が確保できること。②については、不適切使用があった場合は、議員政治倫理条例の規定により

必要な措置を講じることとしているとの観点から、いずれも条例には規定しないこととしました。

　なお、政務活動費の額については、議員一人当たり月額３万円とする方向となりました。

　各会場で寄せられました皆さまのご意見は、今後の議

会活動に生かし、平成25年４月からの制度導入に向け、

特別委員会の報告としてまとめることとしています。

　ご協力いただきました市民の皆さまに感謝申し上げ

ます。ありがとうございました。

口和自治振興センター（口和町）

■発行：平成24年11月20日

９月定例会
2p 平成23年度決算認定

5p 主な議案

7p 議決結果

9p 一般質問に14人が登壇

10月臨時会
17p 議決結果

議会改革懇談会を開催しました

政務活動費とは
平成12年の地方自治法の改正により、議員の調査研究に資
するため必要な経費の一部として、会派または議員に対し、
交付することができる制度として政務調査費が創設され、本
年９月の同法改正による使途の拡大により政務活動費と
なった。現在、本市においては、この制度は未導入。

秋空へ響く祭ばやし
比和やまびこ祭（比和町）


